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・鎌ケ谷市協働アドバイザー
・ラコルタ柏（教育福祉会館） コーディネーター
・印西市市民活動支援センター コーディネーター
・NPO法人国際ファシリテーション協会 理事
・NPO法人ACOBA 休眠預金事業 PO
・一般社団法人コレカラ・サポート 理事
・合同会社J-doc company 代表社員
・株式会社IRODORI 中間支援組織スタートアップアドバイザー
・千葉商科大学 CUCサポートプログラム講師
・千葉県生涯大学校 講師
・社会教育士

行政・企業・NPOそれぞれの所属を持ちながら
まちづくりのコーディネーターとして活動しています！
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人的なリソースが枯渇していく中、
持続可能な自治会を模索していくために必要な切り口

①新しい仲間を増やす
②自治会外の組織との連携



①新しい仲間を増やすための工夫



新しい仲間を増やすために知っておきたいこと

①興味→愛着→主体の流れを意識する
②関わり方の種類を意識して機会をつくる
③期間限定の関わり方を提示する
④世間という縛りを緩める



①興味→愛着→主体の流れを意識する

人を団体に巻き込んでいくためには、
興味→愛着→主体の順に
機会を作っていくことが大切

興味：勉強会・ワークショップ等の開催
愛着：豆に連絡を取る、飲み会などの開催
主体：説明会の開催、個別にお茶に誘う



②関わり方の種類を意識して機会をつくる

ボランタリーな活動には関り方によって4種類ほ
どの段階があることを理解する

ハンズオンボランティア：一日で完結できるようなボランティア、手伝い

スキルを使ったボランティア：講師型、エンターテイメント型ボランティア

プロボノ：期間限定で団体の運営を支援するボランティア

ボードメンバー：団体の運営や経営を担う理事や役員



③期間限定の関わり方を提示する

いきなり長期間、または正式なメンバーとなるのは
ハードルに感じる人が多い。まずは期間限定で

団体運営に関われる機会を提供していくことが大切



④世間という縛りをゆるめる



世間を構成する4つのルール

①お返しのルール
②身分制のルール
③人間平等主義のルール
④呪術性のルール

※鴻上尚史氏・佐藤直樹氏 著書 同調圧力 より抜粋



これら4つの条件を満たすと
非常に強固なコミュニティを形成してしまい
新しい参加者が参画しづらい空気感をつくる



②自治会外の組織との連携事例



①松戸まちづくり会議

•平成24年から松戸駅周辺の町
会・自治会・及びNPO等から選
出されたメンバーにより構成さ
れる地域活動団体

•松戸駅周辺５００ｍなどを主な活
動域として地域活性化の取り組
みを多数行っている

•構成自治会の一つである岩瀬
自治会では、エリア外からの越
境会員などを認めている。



②六角橋自治会連合会

•地域の自治会、神奈川大学の学
生、地区社協のコーディネーター
が連携している

• コーディネーターは地区社協の
方が担い自治会と学生の橋渡
し役を行っている

•自治会のメンバーと学生たちが
お互いに友人と言い合える関係
性を構築



③NPO法人団地ライフラボat茶山台

•茶山台団地で自治会がやりき
れない部分の見守り事業や居
場所事業を住民が作ったNPO
が企画運営をしている

•資金調達等も実施し、現在集会
所の建て替え費用500万円のク
ラウドファンディングを実施中



連携を模索するうえでは、
今一度自治会の業務を整理しなおし、

どの業務は他の組織と一緒にやれるかなどを
検討する必要がある



連携先や課題整理などに、
自組織だけでは着手が難しい場合は、

地域の中間支援組織（NPO支援センター等）に
相談するのも一つ

おわり


